
  

成人図書室だより 秋号 

今年度の成人図書室だよりのテーマは「記念日」です。 

は です

関連本をご紹介します 
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『60 歳からの鉄道ひとり旅』 松本 典久／著  

イカロス出版 2024 年 

『女流阿房列車』 酒井 順子／著 新潮文庫 2012 年 

鉄道に乗って自由気ままに旅をするのは楽しそう！便利でお得な切符の情報やシニア

世代に向けた快適な鉄道旅のアドバイスも満載です。いまさら人に聞けない切符の買

い方もご案内。あなたも、おとなの鉄道ひとり旅を満喫してみませんか？ 

用もないのに鉄道に乗る、内田百閒の「阿房列車」になぞらえて、旅する鉄道の旅。鈍

行列車に２４時間乗り続けたり、東海道を五十三乗り継いで京都を目指したり…。残念

ながら今はもう乗れない電車もありますが、鉄道の楽しさが無限に広がる一冊です。 

 

発行：京都市中央図書館成人図書室 ２０２5 年 9 月 1 日 

関連する図書は、他にもございます。 

お探しの図書が見当たらない場合は、お気軽に窓口までおたずねください。 

 

1872（明治５）年の９月１２日（新暦１０月１４日）、日本で初の鉄道が、

新橋～横浜間で開業したことを記念して、1922（大正 11）年に日本国有鉄道

が制定したのが鉄道記念日。1994年、運輸省（現・国土交通省）の発案により

「鉄道の日」と改称された。 

引用文献：『すぐに役立つ 366 日記念日事典 下巻』（加瀬 清志/著 創元社 2020 年）より  
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『防災イツモマニュアル』   防災イツモプロジェクト／編  

寄藤 文平／絵 プラス・アーツ／監修  ポプラ社  2020 年 

 

『終活 1 年目の教科書』 黒田 尚子／著 アスコム 2024 年 

終活って、面倒だな～！と始められない方におすすめです。ファイナンシャル

プランナーであり、40 歳で乳がん告知を受けた経験をもつ著者が、自身の  

終活や終活相談者の話を元にたどりついた、“やってみたい“と心が動く終活

法を分かりやすく紹介しています。 
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転ばぬ先の知恵袋 
 

9 月のテーマ展示 

2025 年秋 読書の記録 

日付 書名 著者名 メモ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

9 月 1 日の「防災の日」に関連して、防災知識に関する本や、その他

様々なトラブルや困りごとへの対処法に関する本を紹介します。 

防災対策を見直してみませんか？実用的な在宅避難マニュアルです。ハザードマッ

プの確認や家具の転倒防止法、ふだんも使える防災グッズの紹介だけでなく、電気・

ガス・水が使えない時の対処法や災害時のトイレ問題、代用品の作り方に至るまで

参考になります。 

 
電子書籍も

あります 



『中高生からの悩み、質問、雑談に、図書館職員がお応えします！』図書館という場

所、匿名の掲示板。顔も知らない相手だからこそ気軽に相談してもらえるのでは？北

海道のある町の図書館に寄せられた、たわいもない、でも応えてもらえたらうれしい。  

そんな声を紹介します。 
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もっと図書や図書館のことを知りたい方におすすめの本を集めました。読めばあなたも 

図書館博士に！ 

『本が大好きになる図書館の使い方』 

つのだ 由美こ／著 秀和システム 2025 年 

年 

 

 

図書館はよく物語に登場します。何気ない背景に見えますが、大切なポイントとして

物語が進んでいくきっかけとされることが多いのです。多くの映画で図書館がどの 

ように演出され、どのような象徴にされているのか、読んで確かめてみませんか？ 

10 月のテーマ展示 

『図書館のゆるゆる人生質問箱』 

北海道斜里町立図書館／著  ワニブックス 2025 年 

 

◆京都が発祥の地とも言われている落語の話芸は、口承芸術の一つであり芸術文化です。 

その話芸をご一緒に楽しんでみませんか？立命館大学落語研究会の方をお招きして落語会を開催 

します。司書による落語をテーマにしたブックトークと合わせてぜひお楽しみください。 

 

日時 １１月１６日（日）午後２時～（開場午後１時半）  

会場 中央図書館１階児童図書室 読書室にて 

出演 立命館大学落語研究会 

入場無料 当日受付先着２０名 

 

 

 

 

□ 図書館寄席 □ 

図書のことをもっと 
知りたいのです 
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☆古典の日記念事業☆ 

１１月１日「古典の日」を記念して様々なイベントを実施します 



 名作を楽しもう 

京都市中央図書館 

〒６０４－８４０１ 京都市中京区聚楽廻松下町９番地の２ 

☎０７５（８０２）３１３３ 

■開館時間 

平 日：9 時 30 分〜20 時まで(児童図書室は 17 時まで) 

土日祝日：9 時 30 分〜17 時まで 

■休館日  

毎週火曜日（火曜が祝日の場合は翌平日）、年末年始 
 

※京都市図書館の事業は（公財）京都市生涯学習振興財団が実施しています  

テーマ図書は、カウンター横の書棚に多数展示しています。 

お探しの図書が見当たらない場合は、お気軽に窓口までおたずねください。 

11 月のテーマ展示 

11 月 1 日の「古典の日」に関連して、昔から読み継がれてきた名作を集めました。懐か

しい気持ちになったり、知らない作品に出会ったり。是非お手に取ってご覧ください。 

『変身』 カフカ／著 高橋 義孝／訳 新潮文庫 2011 年   

『知っておきたい日本の古典芸能 講談』  
瀧口 雅仁／編著 丸善出版 2019 年 

張り扇などの小道具を巧みに使いながら“読む”芸として親しまれている講談。

「紀伊国屋文左衛門 宝の入船」や「お富与三郎」など９つの作品を収録。作品の

ポイントや用語集など丁寧な解説があり、初めて作品を知る人にもわかりやすく

紹介されています。 
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ある朝目覚めると巨大な虫になっていたグレーゴル・ザムザ。その日を境に一変

するグレーゴルとその家族や周りの人々の心情の変化や葛藤を描いたカフカの

代表作。突如として訪れた変身の意味とは…読む人によって様々なとらえ方が 

できるような、考えさせられる１冊です。 
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